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2020 年 8 月 14 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 自 律 制 御 シ ス テ ム 研 究 所 

代表者名 代表取締役最高経営責任者（CEO）太田 裕朗 

 （コード番号： 6 2 3 2  東証マザーズ） 

問合せ先 取締役最高財務責任者（CFO）早川 研介  

 （TEL. 03-6456-0931） 

 

繰延税金資産の取り崩し及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、2021 年 3 月期第 1 四半期において、下記の通り繰延税金資産の取り崩しを行うこと

にしましたので、お知らせいたします。また、2020 年 5 月 12 日に公表いたしました「2020 年３

月期  決算短信〔日本基準〕（非連結）」におきまして、2021 年 3 月期（通期）の業績予想（2020

年 4 月１日～2021 年 3 月 31 日）の具体的な金額予想は開示しておりませんでしたが、下記の通

り修正いたします。 

 

記 

 

1. 繰延税金資産の取り崩しについて 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、今後の当社の事業活動にも影響を与える懸念

があります。この状況は不確実性が高く、収束時期を予測することは困難である中で、当社は当

事業年度の一定期間にわたり影響が継続するとの仮定をおいております。この仮定については、

前事業年度から重要な変更はありません。 

当社は、現在の状況及び入手可能な情報を用いて、合理的と考えられる見積り及び判断を行っ

ており、繰延税金資産の回収可能性の検討にあたり、上記の仮定及び本日公表の中期経営方針

「ACSL Accelerate 2020」に基づき算定した将来の課税所得見込により、その回収可能性を判断

しております。その結果、当期の業績見込みは不確実性が高いものの下限の業績見込みに基づく

場合においては 2021 年 3 月期における課税所得が発生しないものと算定されたことから、当第

１四半期会計期間において繰延税金資産 36,921 千円を取り崩しております。 

なお、将来における実績値に基づく結果は、これらの見積り及び仮定とは異なる可能性があり

ます。 
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2. 2020 年 12 月期（通期）の業績予想（2020 年 4 月１日～2021 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株あたり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

未定  

百万円 

未定  

百万円 

未定  

百万円 

未定  

円 銭 

未定 

今回修正予想（Ｂ） 
1,400 

～1,700 

△250 

～0 

△200 

～50 

△230 

～50 

△21.41 

～4.65 

増減額（Ｂ－Ａ） - - - - - 

増減率（％） - - - - - 

（ご参考）前期実績 

（2020 年３月期） 
1,278  15  231  239  23.00 

 

3. 業績予想修正の理由 

 2021 年 3 月期（通期）の業績予想（2020 年 4 月１日～2021 年 3 月 31 日）につきましては、

具体的な金額予想は開示せず、2020年５月 14日公表の通り売上高は前年同期比以上、営業利益、

経常利益、及び当期純利益については黒字と予想としておりました。当社が展開する事業は、既

存の事業と比較してその性質上、新規な部分が非常に多く、かつ、新型コロナウイルス拡大によ

り、顧客の需要動向の合理的な見通しが困難であることから、レンジ形式による通期業績予想開

示を採用して業績予想を算定しましたので、公表いたします。 

上限のレンジについては、日本国内において 2020 年 9 月頃までに、コロナウイルスの感染拡

大が収束し、それに伴って企業活動が直ちに回復基調となった場合の予想数値です。下限のレン

ジについては、新型コロナウイルス感染拡大により顧客の新規投資等の抑制など、企業活動の停

滞が 2020 年 12 月頃まで続いた場合の数値です。 

 なお、当資料に記載した予想数値は、現時点での入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績等は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。今後修正の必要

が生じた場合には速やかに公表します。 

 

以 上 

 


